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各地域包括ケア推進会議における論点





包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

0 医師 2 1

1 歯科医師 0

0 薬剤師 1 通所介護 2

2 保健師 1 訪問介護 0

作業療法士 0 訪問看護 1

二層ﾜｰ
ｷﾝｸﾞ

2 医療相談員 0 7
生活支
援CO

0 理学療法士 1 2

NPO協
議会

0 民間企業 4 0

健康推
進員

1 商店 2 0

福祉用具事
業所

1 32

医師 1 7

歯科医師 2

薬剤師 1 通所介護

2 管理栄養士 1 訪問介護

作業療法士 1 訪問看護 1

高支連 医療相談員 4

生活支
援CO

1 理学療法士 1 2

警察 2

消防

26

小規模多機
能

合計

成人歯科検診（無料）や歯科
医師会の「口腔ケアセン
ター」の活動を広く知っても
らう

○オーラルフレイルを知らな
い住民が多い
○様々なフレイル対策をオン
ラインの活用やデイサービス
事業所の活用などで取り組み
たい

認知症グルー
プホーム

ウ

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

地域包括

市役所

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

明第２
西

11月8日

町会 ケアマネ

地域で取り組む
介護予防！「フ
レイルを知ろ
う」

ア
栄養・食事の重要性
を知る

明らかにフレイルが進行
していて、近所の人も心
配しているが、こちらが
提案するフレイル対策に
全く取り組もうとしない
男性高齢者

ボランティア

イ
オーラルフレイルを
知る

フレイル予防に良いメニュー
や献立を写真入りで、朝・
昼・晩、１週間分掲載するチ
ラシを作り、コンビニやスー
パーなどに置いてもらう。

○「フレイル」という言葉を
知っている地域の高齢者は増
えているので、具体的な予防
対策を提案
○地域包括が発足を手伝った
「男の料理くらぶ」が活動を
継続

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

明第１ 11月30日

町会 ケアマネ

地域で暮らす不
安を抱える高齢
者の早期発見、
早期支援のため
に出来る事

ボランティア

地域包括

市役所

グループ
ホーム
小規模多機
能

合計

○高齢者の見守り支
援の仕組み作り
○早期に異変のサイ
ンに気づき、支援に
つなげる

○自宅での生活を望む、
障害を持つ独居高齢者
○ギャンブルに依存する
本人と家族へのアプロー
チ

○早期に異変のサインを覚知
するためのチェックリスト・
フローチャート案を共有。
○早期支援に繋げるための連
絡体制を構築するための仕組
み作りをする。

○社会から孤立している高齢
者を早期に覚知、支援するた
め、チェックリストやフロー
チャートを作成。
○近隣の商店・宅配業者など
地域住民による見守りネット
ワークを構築。

○高齢者等見守り活動に関
する協定締結事業所内の定
例会等で情報共有がされて
いない。
○孤立している高齢者を早
期に覚知するための指標が
ない。

ア

高齢者になる前から健康維
持に取り組む人が増えるよ
うな対策に取り組んでほし
い。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 1 1

歯科医師 1

薬剤師 1 通所介護 1

2 看護師 訪問介護

作業療法士 訪問看護

高支連 医療相談員 6

生活支
援CO

1 理学療法士 1 1

1 警察

1 消防 1

20

1 医師 1 1

歯科医師

6 薬剤師 2 通所介護 1

3 看護師 福祉用具 1

作業療法士 訪問看護 1

高支連 学識経験者 1 5

生活支
援CO

マンション
管理士

2 3

マンション
管理員

2

まつど
NPO協議

3

しぐなるあ
いず

1 34

小規模多機
能

合計

地区社協 介護事業者

マンショ
ン理事長

民生委員

ボランティア

地域包括

市役所

本庁 11月29日

町会 ケアマネ

マンションに住
む高齢者の困り
ごと

特別養護老
人ホーム

明第2
東

11月15日

町会 ケアマネ

地区社協

市社協

民生委員

特別養護老
人ホーム

市役所

合計

介護事業者

地域包括

小規模多機
能

防災マップ情報
の確認・マップ
の周知の方法に
ついて

イ

周知する方法につい
て

ボランティア

○相談窓口として地域包括を
周知。
○２層ワーキングマンション
コミュニティープロジェクト
作成マンションサポートブッ
クを各マンションに配布。

○マンションのコミュニ
ティーに対する市内好事例
の情報発信やセミナー等の
開催。

ア

防災マップ情報の確
認・追加した方が良
い情報はないか

○避難場所をもっとわかりや
すく、避難場所の特色も記載
○AED設置は建物内だけでは
なく、自動販売機内に設置し
てある場合もある、消火器を
屋外に設置している町会もあ
るため記載
○マップがあることを知らな
い方が多い

○地図情報があっているか
○マップ上の危険箇所につい
て、実際と想定で差異がある
ため、各エリアの民生委員や
地域住民の意見聴取
○地図に記載さている事業所
に配布する
○実際に歩いて地域を知る機
会を作る
○「公衆電話をかけてみる」
を実際に行う機会

マンションに住む高
齢者の課題に対しマ
ンション内コミュニ
ティー不足や外部支
援が困難というマン
ション特有の課題も
ある。

マンションに住む認知機
能低下している独居高齢
者の自宅がゴミ屋敷。外
部からの支援もセキュリ
ティー高く困難であり。
マンション内コミュニ
ティーも不足している。

マンションに住む高齢者の変
化を早期に気付き、支援する
事の重要性を各マンションに
確認。
○コミュニティーの重要性
と、課題があった際の相談先
を周知。

ア
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 1 1

1 歯科医師 1

1 薬剤師 1 通所介護 4

5 看護師 訪問介護

作業療法士 福祉用具 1

高支連 有識者 1 5

生活支
援CO

保健セン
ター

1 1

警察

消防

医師 2 2

歯科医師 1

薬剤師 1 通所介護

1 看護師 1 訪問介護

作業療法士 訪問看護 1

高支連 1 医療相談員 3

生活支
援CO

理学療法士 1 1

警察

消防

14

小規模多機
能

合計

ウ

高齢分野だけではな
く多世代の支援が必
要。

ヤングケアラー等子供だ
けではなく孫の世代まで
支援が必要なケースが増
加している。

こども食堂や母子、児童支援
機関との連携。また高齢者と
若年層の交流の場を考える。

多機能コーディネーター等が
中心に多世代交流に関して話
し合える場を設ける。または
ネットワーク構築を図る。

地域包括

市役所

イ

ケアマネやデイサー
ビスなどの介護サー
ビスでは充足できな
いニーズがある。

外国籍の方々を含めた幅
広いニーズがある。

インフォーマルサービスとし
て資源を活用しながらケアプ
ランにも反映し横のネット
ワークを構築する。

ケアマネや介護サービス事業
所からも地域にある資源を活
用するためのネットワーク構
築を図る。

矢切 11月27日

町会 ケアマネ

ボランティア

特別養護老
人ホーム

地域包括

いきいきと暮ら
すための矢切地
区の活動や社会
資源について
（副題：高齢者
自身が地域の支
え手に）

東部 9月12日

町会 ケアマネ

地区社協

市社協

民生委員

介護事業者

市役所

特別養護老
人ホーム

小規模多機
能

合計

認知症の高齢
者等の災害時
の対策及び社
会資源につい
て

ア

地域にある資源に対
して地域住民へうま
く繋げられていな
い。

介護事業者 リハビリ効果で身体状況
が改善しても活動できる
場がわからない。

〇災害時の電源の確保とし
て自家用発電機があるが高
価なため助成などがあれば
良い。
〇安否確認アプリやバイタ
ルチェックアプリなどの活
用の整備を行政が行い、ス
マホを使えるように相談会
等を開催する。
〇集会所のwi-fi整備など、
地域に災害時の拠点を作れ
るように動いて欲しい。
〇避難行動要支援者の登録
5％という地域がある。個人
情報の関係及び登録作業が
煩雑であることが要因。市
でも必要性を呼びかけてほ
しい。本当に支援を必要と
している人が登録できない
作業が煩雑である。
〇常設の多世代交流の場

〇世代が変わっていくので、
安否確認アプリやバイタル
チェックアプリなどの活用も
進めていく。
〇災害等による停電・断水に
備えて、在宅で医療機器を自
家用発電機の購入等も視野に
入れて検討。
〇現在は町会など地域で支え
ている部分が多いが、若い世
代は町会に入る人が少ない。
将来的には機能しなくなるこ
とが予測されるため、若い世
代にもアプリなどの周知を行
い、備える必要がある。
〇地域のお祭りなどのイベン
トで、多世代交流を通して周
知を行い、高齢者のつながり
と若い世代のツールをマッチ
ングさせる

○徘徊を繰り返す認知症
の70代の方が在宅生活を
続けるためには

〇指定避難所までのルートは
坂道が多く高齢者が実際に避
難できるのか。町会で防災訓
練を継続して行く。
〇地震による停電・断水に備
えて、在宅で医療機器（エア
マット、酸素、吸引機など）
を使用している人は、充電式
を購入したりボンベを常備す
るなど対策を継続して行く。
〇避難行動要支援者名簿は、
ケアマネには市から送られて
くるため登録を勧めていく。

認知症があり道に
迷ってしまう高齢者
が安心して生活でき
る地域にするため
に、災害時の対策と
してどのような社会
資源があれば良いか

ア

多機能コーディネーターを含
め今ある資源を把握しその団
体をサポートすることにより
繋がりやすくする。

町会や民生委員、介護サービ
ス事業所も地域の資源を活用
していく土壌を作る。

ボランティア

地区社協

市社協

民生委員
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

2 医師 1 10

0 歯科医師 1

0 薬剤師 2 通所介護 0

1 保健師 0 福祉用具 0

理学療法士 1 訪問看護 0

高支連 0 医療相談員 2 5

生活支
援CO

0 基幹 2 2

警察 0 司法書士 0 1

成年後見相
談員

1 1

地域活
動

4 NPO 1 37

1 医師 1 4

0 歯科医師 0

0 薬剤師 1 通所介護 1

2 看護師 0 訪問介護 0

作業療法士 訪問看護 1

高支連 0 医療相談員 1 5

生活支
援CO

1 理学療法士 1 2

民児協 0 警察 0 0

4 消防 0 0

福祉用具 1 26

○ラジオ体操を行い、多世代
交流が増えてきている
○地域包括のイベント参加
○災害時の避難場所を把握す
る必要がある
〇若い人の力を取り入れる
○必要とされる場の創出
○イートインスペースの活
用、つながりの場の創出
○町会の人の声掛け
〇高齢者が利用しやすい食堂
○相談協力員・民生委員と繋
がり連携していく
○民生委員から地域包括に相
談をしていただく
○地域で活動している人が連
携をしていく
○軽度認知症の方を受け入れ
できる作業所の体制拡充と受
け入れの強化
○体操教室等を開催するため
の相談窓口

〇活動場所、資金の確保
○認知症の方でも活躍でき
る場の創出
〇若い方たちの参加・協力
○地域包括・民生委員・相
談協力員等の繋がりを強化
○50～60歳の方、障害のあ
る方は制度の枠に収まらず
支援につながらない
○引きこもりの方等、支援
が進まない
○ボランティアはできるこ
とが限られているので行政
の協力が不可欠
○個人情報の問題があり情
報が得られないことが多
い、必要時は活用できるよ
うにする（災害時も含む）
○介護保険以外の買物サー
ビス
○男性に対する支援
○巡回バス、タクシー券等
外出支援

常盤平 11月16日

町会 ケアマネ

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

ボランティア

地域包括

市役所

特別養護老
人ホーム

商店

合計

様々な要因で
社会参加が難
しくなった方
がもう一度地
域とのつなが
りを持つため
にできること

ア

〇地域の方との交流
や活動を促すような
声掛けや関わりをど
のように作るか
〇コロナ感染・廃用
症候群のリスクを説
明する必要
〇地域の行事等に、
声掛け・お誘いをす
る仕組みを作るには
〇地域住民や民生委
員、相談協力員によ
る見守り、声掛けが
必要
〇気楽に参加できる
サロンが必要
〇地域での新たなつ
ながりを持つことが
できる仕組み
〇身寄りがない高齢
者が、緊急時や亡く
なった時に安心して
活用できる仕組み

○コロナウイルス感染へ
の不安から不活発な生活
になった利用者への今後
の対応について
○介護保険サービス以外
の社会的関わりが少ない
為、認知症の進行が心配
される
○独居で親族もなく今後
の生活や死後の手続きの
不安を度々訴える高齢者
への対応について
○認知症の進行による、
他者に迷惑をかける行動
や心理症状を軽減できる
支援方法について

○認知症の方を支援する
○防災訓練等、炊き出し
〇若い方の協力が必要
○コミュニティカフェ・サロ
ン・サークル等を作り、社会
参加を促す。
○行事に参加していただく
〇こども食堂に高齢者の方も
参加しやすくする
○町会、民生委員、地域包括
の存在を認識する
○ケアマネとして地域の活動
の橋渡しを実施
○地域活動等の情報を持ち、
マッチング
○気軽に相談できる体制
○行事に参加しない人への対
応が必要である
○地域活動に参加するには、
きっかけとなる活動が必要で
ある
○声掛けにも勇気が必要

大学実習
生

団地事業者

合計

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

ボランティア

地域包括

市役所

ア

○独居高齢者の孤
立・孤独
○認知症高齢者の生
活支援
○コミュニケーショ
ン機会の不足

○ｾﾙﾌﾈｸﾞﾚｸﾄ状態の自立高
齢者。本人の生活の質を
高める支援とは
○認知症の独居高齢者が
火災にあった場合の住宅
確保支援について。
○本人が認知症の配偶者
を介護。虐待があり経済
的にも困窮し適切なｻｰﾋﾞｽ
導入ができないｹｰｽ
○被害妄想があり、支援
に結びつけられないｹｰｽ

○協力者を増やすための機会
を検討する
○地区社協ホームヘルプ事業
の協力者を増やす
○市社協ふれあいサービスの
充実
○日曜市のような人の集まる
機会、近くで買い物が出来る
仕組みの充実化
○傾聴ボラの充実
○買い物、通院支援
○ネットサービス支援

○お茶を飲む会の継続実施
○住民向け情報提供の為のイ
ベント開催
○ボランティア養成

常盤平
団地

10月5日

町会 ケアマネ

団地住民への支
援にあたっての
困り事を共有
し、円滑な支援
につなげる手法
を検討しましょ
う

司法書士

○人口構造の改善
○家賃０円で働きの確保
○団地敷地内に移動店舗来
れる仕組み
○宅配BOX設置
○階段昇降機の利用
○訪問リハビリの利用補助
○乗り合いタクシー、バス
○共用部に介護保険が使え
ない
○個人情報保護の壁による
関係者共有の困難さ
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

医師 1名 8名

2
名

歯科医師 名

薬剤師 1名 通所介護

5
名

看護師 1姪 訪問介護

常盤平基幹 2名 訪問看護 1名

高支連
4
名

管理栄養士 名 6名

生活支
援CO

1
名

理学療法士 名 2名

松戸
NPO

1
名

学校長 2名 1名

健康推進課 1名

その他 名
39
名

2 医師 1 6

1 歯科医師 1

薬剤師 1 通所介護 2

1 看護師 0 看多機 1

作業療法士 0 訪問看護 0

高支連 0 医療相談員 0 4

生活支
援CO

0 理学療法士 1 2

警察 0 1

消防 0 1

GH 1 26

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

〇地域で気づけるよう、認知
症に対してお互い正しい知識
を持つ
〇認知症の啓発、認知症サ
ポーター養成講座を継続する
〇ケアパスの周知
〇エンディングノートの周知

〇認知症の負のイメージを
払拭できるよう、市レベル
でも啓発を行う
〇早期・確定診断の受診に
ついて勧める

地域包括

市役所

特別養護老
人ホーム
小規模多機
能

合計

六実六
高台

11月15日

町会 ケアマネ

あなたがひどい物
忘れを自覚した
ら、どうします
か。

ボランティア

物忘れの自覚があっ
ても病院や相談機関
につながらない。

認知症の方が望む生
活がイメージできな
い。

○認知症があり、外に出
て行方がわからなくなる
ご利用者
○独居で認知症を発症し
ている方の支援について

ア

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

防災計画や避難計画の普及
啓発

ア
五香松
飛台

11月30日

町会 ケアマネ

地域とケアマネ
との連携につい
て

ボランティア

地域包括

市役所

特別養護老
人ホーム
小規模多機
能

合計

非常時の地域とケア
マネの連携

独居で身寄り無く、地域
との関りも希薄。ゴミも
散乱しており災害時が心
配。

民生委員・相談協力員とケア
マネとの連携方法の会議を3
月に実施。以後も年2回継続
的に実施し顔の見える関係を
構築。

○認知症の要支援者を福祉避
難所から2次福祉避難所へ民
生委員と避難訓練を実施。動
画で記録し必要時配信。
○民生委員、高支連の名簿一
覧を随時配布。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 1

1 歯科医師 1

薬剤師 2 通所介護

1 看護師 1 訪問介護

作業療法士 訪問看護

高支連 医療相談員 3

生活支
援CO

理学療法士 3

警察 1

消防 1

元気応援ク
ラブ

1 17

4 医師 1 3

歯科医師

薬剤師 通所介護

1 保健師 訪問介護

作業療法士 訪問看護 1

高支連 スクールソーシャ
ルワーカー

生活支
援CO

理学療法士 2

オレンジ協
力員 UR 5

MSW 1
ゆうちょ銀
行

活動団体 18

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

○個人情報の問題で支援が
進まないケースがあり、対
応方法を検討する。
○民生委員や地域の担い手
不足があり、思うように活
動を実施出来ない。

地域包括

市役所

小金基幹お
んぷ

合計

小金原 11月28日

町会 ケアマネ

ボランティア

傍聴・包括

介護事業者

市役所

地域包括
ゴミ出し困難者に対する支
援イ

○松戸市はゴミ出し
の分別が複雑で高齢
者のゴミ出しが難し
い

小金 10月26日

ボランティア

移動販売、グリーンスロー
モビリティの導入支援

〇公園での移動販売の導入
〇グリーンスローモビリティ
の導入

松戸市社会福祉協議会と商
店、市で移動販売の導入を調
整中

町会 ケアマネ

地区社協

市社協

民生委員

フレイルに対する様々な普
及啓発

特別養護老
人ホーム
まつどNPO
協議会

合計

サロン等でフレイル予防事業
などを開催する

○フレイルに対する
普及啓発が不足して
いる

地区社会福祉協議会定例会に
てゴミ出しについての勉強会
を開催

聴覚フレイル、口腔フレイル
など様々なフレイルに関する
普及啓発を行う

○地域の取り組
み
○地域の情報共
有
○今後の開催に
ついて意見交換

ア

〇幸田地区は坂が多
く、商店が少ない。
〇移動や買い物が不
便

〇坂道が多いため自転車
での外出が困難な事例
〇移動支援があるとよい
事例
〇近隣にスーパーがない
地域に住む方の事例

町会の方より地
域活動を通して
課題に対して苦
慮している事を
発表してもら
う。それに対し
て専門職の考え
方、介護保険
サービスの利用
の仕方等照らし
合わせる

ウ

ゴミ出しについて支援者がま
ず学ぶ

地縁の欠如、地域か
ら疎まれる行動、独
居、子も疾患あり、
家族の介護負担、認
知症、家族と絶縁状
態

○団地内に空き部屋や孤
独死、ゴミ屋敷が増加し
ている。
○精神疾患の方への対応
に苦慮している。
○コロナ禍でおしゃべり
サロンが中止となり町民
のADLが低下した。再開
したいが担い手不足と担
い手の高齢化問題あり

○町民の安否確認や情報交換
の為に町会行事を実施してい
る。
○認知症の方を町内会で見守
りを行なっているが、個人情
報の壁があり、気付く所で支
援が止まってしまう。

○出張包括やパトウォークを
町会・自治会と行い、地域と
のつながりを強化する。
○まつどDEつながるステー
ション、２層ワーキングに参
加し住民や専門職○多世代交
流を行ない、地域共生の視点
を持ち横の繋がりを作ってい
く。

ア
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 1 2

歯科医師

1 薬剤師 1

2 看護師 1

作業療法士 1

医療相談員 1 4

理学療法士 1

警察 1 1

2 消防

1 言語聴覚士 1 22

2 医師 4

1 歯科医師

1 薬剤師 2 通所介護

言語聴覚士 1 訪問看護 1

高支連 医療相談員 5

生活支
援CO

理学療法士 1

警察

消防

生活支援コー
ディネーター

1 18

地区社協 介護事業者

市社協 通所介護

民生委員
（高支
連）

グループ
ホーム

ボランティア 訪問看護

高支連 地域包括

生活支援
CO

市役所

マンショ
ン

障害関係

オレンジ
協力員

新松戸 11月21日

町会 ケアマネ

認知症になって
も安心して暮ら
していくために
出来ること

○徘徊高齢者の情報
提供書が、昨年度31
件、今年度は9月末時
点で31件であり、増
加傾向にある。
〇今年度新松戸地区
では同一人物の徘徊
事例が複数ある。
○マンション管理組
合等の地域住民が認
知症の方の対応に
困っている。
○認知症に対して正
しい理解を持ってい
る住民もいればそう
ではない住民もい
る。

〇R5.7.18の事例
認知症状が進み一人暮ら
しが困難になってきた方
への支援
〇R5.9.19の事例
夫婦ともに認知症で自宅
もごみ屋敷になっている
が、サービスの拒否があ
り支援が進んでいない
ケース
〇R5.9.19の事例
徘徊を繰り返しており在
宅生活のリスクは高い
が、子が在宅介護を希望
しているケース

企業

保健師 合計

ごみ問題につい
て馬橋西 11月24日

民生委員 ケアマネ

地区社協 介護事業者

市社協

ボランティア

地域包括

市役所

特別養護老
人ホーム
小規模多機
能

合計

高齢者、独居、認知
症、精神疾患などの
理由により、ゴミが
課題となってしまう
方が増えている。

ゴミ収集事業を利用して
いたが、ゴミ集積場の掃
除をしなくてはいけなく
なってしまった。

○ゴミが課題となってしまう
方々を把握する。
○町会で資源ごみなど定期的
に出せる為の契約を増やして
いく。

〇子供の時から認知症に関す
る啓発を行うとよい。
〇YouTubeやティックトッ
ク等の媒体を用いて認知症の
方への接し方など動画配信し
てはどうか。
〇徘徊ロールプレイの実施。
認知症と思われる方への声の
かけ方の練習。認知症と思わ
れる方の特徴をチェックリス
トなどにするとわかりやす
い。子どもが徘徊高齢者等心
配な高齢者を発見した時の対
応方法を実施。
〇子どもと高齢者が関わる場
を作っていく。
〇徘徊高齢者発見時の通報先
の周知。

〇認知症関連の講座や認サポ
を実施していく中で、認知症
と思われる方の特徴や対応の
仕方、徘徊高齢者発見時の連
絡先の周知を行っていく。
〇引き続き子どもに向けても
認サポを行っていく。
〇徘徊訓練実施や、チェック
リスト作成、動画作成の検
討。

○困っている人と手伝える人
のマッチング、
○前日から出しても良い様な
ゴミ捨て場づくりが出来ない
か検討を行う。

○ゴミの分別方法やゴミ捨
ての時間の緩和。
○民間企業への委託、小中
学生ボランティアの育成。

ア

〇教育機関との連携を行
い、子どもの時から認知症
を正しく知る機会を作って
いく。
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包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況
今後の方向性

⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

医師 1 1

歯科医師 1

1 薬剤師 1 通所介護 1

2 看護師 訪問介護 1

理学療法士 1 訪問看護 1

高支連 医療相談員 5

生活支
援CO

1 管理栄養士 1 2

警察 1

消防 2

23

防災力を高めて
いくための地域
の関係性づくり

馬橋 11月2日

町会 ケアマネ

地区社協

市社協

民生委員

介護事業者

市役所

地域包括

ボランティア

グループ
ホーム
小規模多機
能

合計

ア

○平時より地域の事
業所間での情報共有
ができていない。
○地域住民に、それ
ぞれの事業所がどの
ようなことをしてい
るか認知されていな
い
○災害のフェーズに
よって必要な連携や
取り組みが異なる

○家の中の整理整頓がで
きず、ストーブを使って
いるため、火事になる危
険の高い方がいる
○独居で電話を持ってい
ないため、何かあった際
に助けを求めることがで
きない

○事業所毎で地域の防災訓練
に参加することはある
○今まで地域との交流をして
いた施設も、コロナ化で活動
ができなくなってしまった
○災害時に地域住民の方が施
設を活用できるように、調整
しているところもある
○民生委員は、何かあったと
きに声をかけてもらえるよ
う、日々関わってくださって
いる

○事業所間での連絡会を立ち
上げる
○2層ワーキングとも連動し
取り組み
○住民への啓発活動

発災時の地域包括、介護事
業所、施設等の連携方法に
関してのガイドラインの作
成
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